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本
稿
は
、
先
年
刊
行
し
た
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
（
平
成
十
八
年
一

月
二
十
日
）
収
録
の
泉
鏡
花
「
年
譜
」
の
補
訂
で
、
本
誌
七
九
五
号
（
平
成
十
九
年
一
月

一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
㈠
」、
七
九
七
号
（
平
成
十
九
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
㈡
」、

八
一
九
号
（
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
㈢
」、
八
二
一
号
（
平
成
二
十
一

年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
㈣
」、
八
二
六
号
（
平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
）
掲
載
の
「
補

訂
㈤
」、
八
四
三
号
（
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
㈥
」、
八
四
五
号
（
平
成

二
十
三
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
㈦
」、
八
五
〇
号
（
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
）
掲
載

の
「
補
訂
㈧
」、
八
五
五
号
（
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
㈨
」、
八
五
七

号
（
平
成
二
十
四
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
㈩
」、
八
六
二
号
（
平
成
二
十
四
年
八
月
一

日
）
掲
載
の
「
補
訂
（
十
一
）」、
八
六
七
号
（
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂

（
十
二
）」、
八
六
九
号
（
平
成
二
十
五
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
（
十
三
）」、
八
七
九

号
（
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
（
十
四
）」、
八
九
一
号
（
平
成
二
十
七
年

一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
（
十
五
）」、
九
〇
三
号
（
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
）
掲
載
の

「
補
訂
（
十
六
）」、
九
一
七
号
（
平
成
二
十
九
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
（
十
七
）」、
九

二
七
号
（
平
成
三
十
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
（
十
八
）」、
九
五
三
号
（
令
和
二
年
三

月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
（
十
九
）」、
九
六
〇
号
（
令
和
二
年
十
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
（
二

十
）」、
九
六
九
号
（
令
和
四
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
（
二
十
一
）」
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

　

内
容
は
、﹇
誤
記
・
誤
植
の
訂
正
﹈、﹇
本
文
の
訂
正
・
追
加
﹈、﹇
典
拠
の
訂
正
・
追

加
﹈、﹇
新
た
な
項
目
﹈
の
四
部
に
分
か
ち
、
書
式
を
次
の
通
り
と
す
る
。

一
、
表
記
は
、
原
則
と
し
て
右
「
年
譜
」
に
準
じ
た
。

一
、 「
年
譜
」
本
文
の
後
に
、【
典
拠
】
と
し
て
、
文
献
の
原
文
、
未
公
刊
資
料
の
翻

字
等
を
示
し
、
典
拠
が
複
数
の
場
合
は
番
号
を
付
し
て
併
記
し
た
。【
注
記
】
の

項
に
は
、
内
容
の
解
説
、
考
証
等
を
記
し
た
。

一
、 

引
用
文
の
仮
名
づ
か
い
は
、
原
文
の
ま
ま
と
し
、
字
体
は
概
ね
現
行
の
印
刷
文

字
に
改
め
、
読
解
に
必
要
な
ル
ビ
を
残
し
た
。
傍
点
、
圏
点
は
概
ね
原
文
の
ま

ま
と
し
た
。

一
、 

引
用
文
の
中
略
部
分
は
、
総
て
「（
…
）」
で
示
し
、
前
略
、
後
略
は
い
ち
い
ち

断
わ
ら
な
か
っ
た
。
引
用
文
の
誤
記
・
誤
植
は
、﹇　

﹈
内
に
補
正
し
た
。

一
、 
典
拠
文
献
が
複
数
項
目
に
重
出
す
る
場
合
も
、
そ
の
つ
ど
項
目
ご
と
に
示
し
て
、

書
誌
的
事
項
の
記
載
を
省
か
な
か
っ
た
。

一
、 ﹇
本
文
の
訂
正
・
追
加
﹈
で
は
、
訂
正
部
分
、
新
た
な
追
加
部
分
に
傍
線
を
付
し

て
区
別
し
た
。

学
苑　

昭
和
女
子
大
学
紀
要　

第
九
七
〇
号　
（
一
）〜（
一
三
）　
（
二
〇
二
二
・
七
）
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一
、
文
中
の
敬
称
は
、
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。

一
、
必
要
に
応
じ
て
、「
＊
」
の
あ
と
に
注
記
事
項
を
補
っ
た
。

﹇
誤
記
・
誤
植
の
訂
正
﹈

年
譜

● 

52
頁
上
段
21
行
目　

同
誌
「
時
報
」
欄
に
は
↓
同
日
発
行
の
「
新
小
説
」
の
「
時
報
」

欄
に
は

﹇
本
文
の
訂
正
・
追
加
﹈

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）　
庚
子
　
二
十
八
歳

三 

月　

十
一
日
、
川
上
眉
山
宅
（
牛
込
二
十
騎
町
）
の
文
学
者
に
よ
る
小
説
口
演
会

（
文
学
者
講
談
会
ト
モ
、
午
後
一
時
開
会
）
で
「
湯
女
の
魂
」
を
口
演
し
た
。
他
に
京

の
藁
兵
衛
「
久
振
」、
巌
谷
小
波
「
墓
辺
の
薔
薇
」、
長
田
秋
濤
「
血
髑
髏
」、
尾
崎
紅

葉
「
茶
碗
割
」
の
口
演
が
あ
っ
た
。
来
会
者
は
六
十
余
名
。
紅
葉
に
よ
れ
ば
鏡
花
の

も
の
は
一
時
四
十
五
分
か
ら
「
劃き
ツ
か
り然
一
時
間
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
当
日
会
衆
の
中

に
は
、
広
津
柳
浪
に
伴
わ
れ
た
永
井
荷
風
も
あ
っ
た
。
二
十
五
日
発
行
の
「
新
小
説
」

の
「
時
報
」
で
こ
の
会
の
こ
と
が
報
じ
ら
れ
、「
其
速
記
は
新
小
説
臨
時
増
刊
と
し
て

現
は
る
べ
し
」
と
予
告
さ
れ
た
。

五 

月　

五
日
発
行
の
「
新
小
説
」
臨
時
増
刊
号
「
春
鶯
囀
」（
第
五
年
第
六
巻
）
に
三
月

の
小
説
口
演
会
（
文
学
者
講
談
会
ト
モ
）
の
口
演
「
湯
女
の
魂
」（
木
川
忠
一
郎
速

記
）
が
載
っ
た
。

【
典
拠
】
荷
風
散
人
「
偏
奇
館
漫
談
三
」（「
書
物
往
来
」
第
五
冊
、
大
正
十
三
年
十
一
月
三
十
日
）

○
夢
楽
の
弟
子
入
り
を
し
ま
し
た
の
は
外
国
語
学
校
に
ゐ
た
時
分
の
こ
と
で
す
。
柳
浪
先
生

の
所
に
入
門
し
た
の
が
明
治
三
十
二
年
、
二
十
一
歳
の
時
で
、
柳
浪
さ
ん
の
名
で
「
薄
衣
」

を
「
文
芸
倶
楽
部
」
に
出
し
て
貰
つ
た
の
で
す
が
、
其
れ
か
ら
巌
谷
さ
ん
の
所
へ
伺
ふ
や
う

に
な
つ
て
、
木
曜
会
に
出
ま
し
た
。
会
は
ま
だ
続
い
て
ゐ
ま
す
。
硯
友
社
の
会
へ
も
お
伴
で

行
き
ま
し
た
。「
新
小
説
」
に
一
冊
に
纏
め
て
出
て
ゐ
ま
す
が
川
上
眉
山
の
家
（
喜
久
井
町
）

で
口
演
会
の
あ
つ
た
事
が
あ
り
ま
す
。
紅
葉
山
人
は
「
茶
碗
割
」
そ
れ
か
ら
秋
濤
さ
ん
も
眉

山
さ
ん
も
や
り
ま
し
た
。
一
枚
下
つ
て
泉
さ
ん
も
「
湯
女
の
魂
」
を
や
り
ま
し
た
。
巌
谷
さ

ん
は
独
逸
語
の
本
を
持
出
し
て
滔
々
と
や
ら
れ
た
の
で
す
が
、
私
な
ど
は
羨
ま
し
い
こ
と
に

思
つ
て
甚
く
感
服
し
ま
し
た
。
聴
衆
は
硯
友
社
の
門
下
の
人
と
そ
れ
か
ら
門
下
の
門
下
で
皆

で
七
八
十
人
も
あ
つ
て
、
下
駄
が
表
通
り
に
ま
で
列
ん
だ
程
で
し
た
。
座
敷
は
十
畳
と
六
畳

位
で
し
た
ら
う
か
。
午
後
一
時
頃
か
ら
五
時
頃
ま
で
だ
つ
た
と
思
ひ
ま
す
。
そ
れ
で
、
同
じ

話
を
す
る
の
な
ら
本
家
に
就
い
て
修
行
し
た
い
と
い
ふ
野
心
で
、
夢
楽
に
弟
子
入
り
を
し
た

の
で
す
。（
…
）【
甲
二
聞
書
】

【
注
記
】

　

典
拠
「
偏
奇
館
漫
談
」
は
、
明
治
三
十
年
の
中
学
五
年
生
の
時
よ
り
、
三
十
一
年
の
広
津
柳
浪

入
門
、
三
十
二
年
の
朝
寝
坊
む
ら
く
入
門
、
三
十
三
年
の
福
地
櫻
癡
入
門
等
、
諸
方
へ
の
入
門
を

語
っ
た
談
話
で
あ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
、
小
説
口
演
会
の
条
を
引
用
し
た
。

　

口
演
会
当
時
か
ら
二
十
四
年
後
の
談
話
な
が
ら
、
荷
風
は
眉
山
の
口
演
と
そ
の
居
宅
の
所
在
以

外
、
口
演
者
と
開
始
終
了
の
時
間
ま
で
、
会
の
様
子
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
参

会
者
「
七
八
十
人
」
も
実
数
に
近
い
と
思
わ
れ
る
が
、「
読
売
新
聞
」
報
（「
小
説
口
演
会
の
景
況
」

明
治
三
十
三
年
三
月
十
三
日
付
・
三
面
）
に
拠
り
、
内
輪
の
数
と
し
て
お
く
。
荷
風
「
年
譜
」（
岩
波

書
店
版
『
荷
風
全
集
』
第
三
十
巻
、
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日
・
二
刷
）
の
明
治
三
十
三
年
の
項
に

は
、
こ
の
件
に
関
す
る
記
載
は
無
い
。

　

典
拠
の
末
尾
に
「
甲
二
聞
書
」
と
あ
る
が
、「
甲
二
」
は
「
書
物
往
来
」
の
編
輯
人
神こ
う

代じ
ろ

種た
ね

亮あ
き

（
明
治
十
六
年
六
月
十
四
日
生
、
昭
和
十
年
三
月
三
十
日
歿
。
享
年
五
十
三
）
で
あ
る
。
島
根
県
津
和
野

の
生
れ
、
帚
葉
山
人
、
七
松
庵
主
人
の
別
号
が
あ
る
。
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掲
載
誌
「
書
物
往
来
」
は
大
正
十
三
年
五
月
創
刊
、
同
十
五
年
六
月
終
刊
（
全
十
九
冊
）。
第
六

冊
ま
で
編
輯
人
神
代
種
亮
、
発
行
人
石
川
巌
で
、
第
七
冊
以
降
は
編
輯
兼
発
行
人
石
川
巌
と
な
り
、

途
中
斎
藤
昌
三
も
参
画
し
て
い
る
。
典
拠
「
偏
奇
館
漫
談
」
は
、
創
刊
号
第
一
冊
（
大
正
十
三
年

五
月
五
日
）、
第
二
冊
（
同
八
月
二
十
日
）
の
「
偏
奇
館
余
墨
」
に
続
く
も
の
で
、「
三
」
と
表
記
さ

れ
て
い
る
。

　

本
誌
に
続
い
て
神
代
は
「
校
正
往
来
」
を
発
行
、「
帚
葉
山
人
は
そ
の
「
校
正
往
来
」
誌
上
に
、

帚
葉
堂
主
人
、
校
梓
樓
、
校
字
郎
、
甲
二
郎
、
好
字
老
、
加
宇
字
呂
、
攷
辞
老
等
の
署
名
で
、
校

正
に
関
わ
る
日
頃
の
蘊
蓄
を
傾
注
し
て
、
い
ろ
ん
な
記
事
を
書
い
た
」（
岡
野
他
家
夫
「
校
正
の
神

様
神
代
種
亮
」『
書
国
畸
人
伝
』
桃
源
社
、
昭
和
三
十
七
年
六
月
十
日
）。

　

自
分
よ
り
四
歳
下
の
神
代
を
「
帚
葉
翁
」
と
呼
ぶ
永
井
荷
風
『
濹
東
綺
譚
』（
岩
波
書
店
、
昭
和

十
二
年
八
月
十
日
）
の
巻
末
「
作
後
贅
言
」
は
、
彼
の
追
憶
録
と
も
い
う
べ
き
文
章
だ
が
、「
わ
た

く
し
が
初は
じ
めて
帚
葉
翁
と
交
ま
じ
は
りを
訂て
い

し
た
の
は
、
大
正
十
年
の
頃
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
た
の
ち
、「
翁

の
不
遇
な
る
生
涯
を
思
返
し
」
て
、

翁
は
郷
里
の
師
範
学
校
を
出
て
、
中
年
に
し
て
東
京
に
来
り
、
海
軍
省
文
書
課
、
慶
応
義
塾

図
書
館
、
書
肆
一
誠
堂
編
輯
部
其
他
に
勤
務
し
た
が
、
永
く
其
職
に
居
ず
、
晩
年
は
専
ら
鉛

槧
に
従
事
し
た
が
、
こ
れ
さ
へ
多
く
は
失
敗
に
終
つ
た
。
け
れ
ど
も
翁
は
深
く
悲
し
む
様
子

も
な
く
、
閑
散
の
生
涯
を
利
用
し
て
、
震
災
後
市
井
の
風
俗
を
観
察
し
て
自
ら
娯た
の

し
み
と
し

て
ゐ
た
。
翁
と
交
る
も
の
は
其
悠
々
た
る
様
子
を
見
て
、
郷
里
は
資
産
が
あ
る
も
の
と
思
つ

て
ゐ
た
が
、
昭
和
十
年
の
春
俄
に
世
を
去
つ
た
時
、
其
家
に
は
古
書
と
甲
冑
と
盆
栽
と
の
外
、

一
銭
の
蓄
た
く
は
へも
な
か
つ
た
事
を
知
つ
た
。

と
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
荷
風
の
講
義
を
受
け
る
べ
く
、
堀
口
大
学
と
と
も
に
慶
応
義
塾
の
大
学
予
科
へ
入
学
し

た
佐
藤
春
夫
も
神
代
と
一
時
交
流
が
あ
っ
た
が
、
晩
年
の
著
『
小
説
永
井
荷
風
伝
』（
新
潮
社
、
昭

和
三
十
五
年
五
月
六
日
）
で
、

　

そ
の
頃
、
芥
川
の
門
に
出
入
し
て
ゐ
た
一
人
に
帚
葉
山
人
と
号
し
た
神
代
種
亮
と
い
ふ
の

が
ゐ
た
。
こ
れ
は
他
の
連
中
の
や
う
な
文
学
青
年
で
は
な
く
、
文
学
の
志
に
一
生
を
浪
費
し

た
今
を
校
正
者
と
な
つ
て
、
校
正
の
神
さ
ま
と
い
ふ
は
か
な
い
自
負
に
自
ら
甘
ん
じ
て
生
き

て
ゐ
た
。（
…
）
何
に
せ
よ
一
風
変
つ
た
、
云
は
ば
人
間
の
陋
巷
と
も
云
ふ
べ
き
荷
風
好
み

の
人
物
で
あ
つ
た
。
荷
風
は
彼
に
亡
友
井
上
啞
々
の
面
影
を
見
出
し
た
と
も
云
つ
て
ゐ
る
。

 

（
第
七
章
「
わ
が
再
び
荷
風
に
会
ふ
ま
で
」）

と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
ま
た
明
治
文
化
研
究
会
で
神
代
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
柳
田
泉
は
「
荷
風
と
帚
葉
山

人
」（
岩
波
書
店
版
『
荷
風
全
集
』「
月
報
」
25
、
昭
和
四
十
年
一
月
）
で
「
荷
風
が
、
ひ
と
こ
ろ
側
近

第
一
号
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
た
人
物
」
と
し
て
、

　

こ
の
人
は
な
か
な
か
面
白
い
癖
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
こ
と
で
、
い
わ
ば
商
売
上
ひ
ろ
く

文
壇
諸
家
に
出
入
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
度
出
入
り
す
る
と
、
そ
の
お
得
意
の
有
名

人
を
自
分
の
友
達
扱
い
に
し
て
、
何
々
君
と
よ
ぶ
の
が
常
で
あ
っ
た
。
谷
崎
、
菊
池
、
芥
川
、

佐
藤
春
夫
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
商
売
の
お
得
意
で
は
あ
る
が
、
一
方
何
々
君
で
あ
っ
て
、
帚
葉

氏
の
友
人
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
中
に
は
そ
れ
を
漏
れ
き
い
て
腹
を
立

て
た
人
も
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
本
人
の
帚
葉
氏
は
一
向
構
わ
ず
、
何
々
君
を
ふ
り
廻
し
て
、

出
入
り
先
き
で
聞
い
て
来
た
文
壇
の
ニ
ュ
ー
ス
を
わ
が
事
の
よ
う
に
聞
き
手
に
話
し
て
き
か

せ
た
も
の
で
あ
る
。

と
述
べ
、
末
尾
に
、
先
引
岡
野
他
家
夫
著
『
書
国
畸
人
伝
』
に
伝
記
の
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
、「
こ

の
人
は
た
し
か
に
畸
人
乃
至
奇
人
と
い
わ
れ
て
然
る
べ
き
資
格
を
も
っ
た
明
治
人
の
一
人
で
あ
っ

た
と
思
う
」
と
結
ん
で
お
り
、
親
疎
の
違
い
は
あ
る
が
、
荷
風
、
佐
藤
、
柳
田
、
三
者
と
り
ど
り

に
回
想
を
綴
っ
て
い
る
。

　

な
お
、「
補
訂
（
十
六
）」
の
注
記
で
、
小
説
口
演
会
（
文
学
者
講
談
会
）
の
第
一
回
を
、「
明
治

三
十
二
年
十
二
月
十
七
日
以
前
」、
場
所
を
「
牛
込
清
風
亭
」
と
し
た
が
、
そ
の
後
、
文
献
（
須
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田
千
里
氏
「『
東
西
短
慮
之
刃
』
と
『
本
朝
諸
士
百
家
記
』」
岩
波
書
店
版
『
紅
葉
全
集
』
月
報10

、

平
成
六
年
一
月
／
梅
澤
宣
夫
氏
「
坪
内
逍
遥
と
早
稲
田
中
学
校
―「
早
稲
田
興
風
会
雑
誌
」
を
中

心
に
―
」「
早
稲
田
―
研
究
と
実
践
―
」
十
五
号
、
平
成
六
年
三
月
一
日
）
を
検
め
た
と
こ
ろ
、
期

日
は
「
明
治
三
十
二
年
十
二
月
九
日
」、
場
所
は
「
早
稲
田
中
学
校
講
堂
（
同
校
各
組
組
長
慰
労
会
）」

で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
の
で
、
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）　
甲
辰
　
三
十
二
歳

一 

月　

一
日
発
行
の
「
新
小
説
」（
第
九
年
第
一
巻
）「
時
報
」
欄
に
「
鏡
花
氏
の
大
著

述
」
と
し
て
故
尾
崎
紅
葉
の
詳
伝
の
編
纂
が
報
じ
ら
れ
た
。

三 

月　

一
日
発
行
の
「
新
小
説
」（
第
九
年
第
三
巻
）
巻
末
に
泉
鏡
花
著
『
紅
葉
先
生
詳

伝
』
の
近
刊
予
告
が
載
っ
た
が
、
未
刊
に
終
っ
た
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）　
丙
辰
　
四
十
四
歳

三 

月　

九
日
付
「
読
売
新
聞
」
七
面
の
「
よ
み
う
り
抄
」
に
「
泉
鏡
花
氏　

は
近
く
春

陽
堂
よ
り
出
版
す
べ
き
紅
葉
伝
を
執
筆
中
」
と
報
じ
ら
れ
た
。

六 

月　

八
日
付
「
読
売
新
聞
」
七
面
の
「
よ
み
う
り
抄
」
に
「
泉
鏡
花
氏　

近
く
出
版

す
べ
き
紅
葉
記
を
執
筆
中
」
と
報
じ
ら
れ
た
。

七 

月　

一
日
発
行
の
「
新
小
説
」（
第
二
十
一
年
第
七
巻
）
誌
上
「
春
陽
堂
近
刊
予
告
」

の
一
つ
に
「
泉
鏡
花
著
」
の
「
紅
葉
記
」
が
載
っ
た
。
こ
の
予
告
は
十
月
号
ま
で
続

い
た
が
、
未
刊
に
終
っ
た
。

【
典
拠
1
】「
時
報
」（「
新
小
説
」
九
年
一
巻
、
明
治
三
十
七
年
一
月
一
日
）

▲
鏡
花
氏
の
大
著
述　
　

氏
は
恩
師
故
紅
葉
山
人
の
詳
伝
を
編
纂
す
る
由
に
て
既
に
材
料
大

半
結
集
済
み
に
て
近
々
起
稿
せ
ら
る
べ
く
脱
稿
の
上
は
本
堂
よ
り
出
版
す
る
の
約
成
れ
り
。

紅
葉
氏
が
伝
と
し
て
は
此
の
他
に
優
る
も
の
出
で
ざ
る
べ
し
。

【
典
拠
2
】
春
陽
堂
近
刊
予
告
（「
新
小
説
」
九
年
三
巻
、
明
治
三
十
七
年
三
月
一
日
）

【
注
記
】

　

師
尾
崎
紅
葉
歿
後
、
翌
年
の
伝
記
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、「
年
譜
」
の
誤
記
を
訂
正
す
る

と
と
も
に
、「
補
訂
㈠
」
に
記
載
済
み
の
大
正
五
年
七
月
に
加
え
、
同
じ
年
三
月
と
六
月
の
「
読

売
新
聞
」「
よ
み
う
り
抄
」
の
報
を
追
加
し
た
。
大
正
五
年
の
典
拠
の
引
用
は
本
文
中
に
取
込
ん

だ
の
で
省
略
し
た
。

　

典
拠
2
の
近
刊
予
告
に
も
あ
る
通
り
、
伝
記
の
作
者
と
し
て
「
最
も
先
生
の
寵
遇
を
受
け
最
も

先
生
の
平
生
を
知
悉
せ
る
」
筆
頭
弟
子
の
鏡
花
が
撰
ば
れ
た
の
は
当
然
だ
が
、
た
び
重
な
る
予
告

報
道
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
明
治
文
壇
の
巨
人
」
紅
葉
の
伝
記
は
つ
い
に
刊
行
を
み
ず
に
終
っ
た
。

残
念
な
が
ら
紅
葉
の
「
詳
伝
」
と
呼
ぶ
べ
き
著
述
は
い
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
。

　

大
正
五
年
の
「
読
売
新
聞
」
報
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
森
銑
三
『
明
治
大
正
の
新
聞
か
ら
』（
日

本
古
書
通
信
社
〈
古
通
豆
本
57
〉
昭
和
五
十
七
年
十
月
十
日
）
に
言
及
が
あ
る
。
な
お
、「
紅
葉
記
」
は

大
正
五
年
九
月
改
正
の
『
春
陽
堂
発
行
図
書
目
録
』（
刊
記
な
し
）
巻
末
の
近
刊
予
告
に
も
記
載
さ
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れ
て
い
る
。

　

紅
葉
逝
去
か
ら
十
三
年
後
の
同
年
に
は
、
三
月
に
執
筆
が
報
じ
ら
れ
て
以
降
、
版
元
春
陽
堂
が

七
月
よ
り
十
月
ま
で
近
刊
予
告
を
出
し
続
け
て
い
る
か
ら
、
執
筆
に
も
そ
れ
な
り
の
進
捗
が
あ
り
、

出
版
の
成
算
が
立
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
発
梓
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
件
に
関

す
る
鏡
花
の
言
明
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）　
乙
巳
　
三
十
三
歳

十 

二
月　

十
六
日
、
第
三
回
紅
葉
祭
（
於
紅
葉
館
、
午
後
二
時
半
よ
り
）
に
出
席
、
記

念
絵
葉
書
（
印
譜
葉
書
の
う
ち
の
「
堂
号
」
の
一
枚
）
に
寄
書
の
署
名
を
し
、
鏑
木

清
方
所
蔵
の
絵
葉
書
（
印
譜
葉
書
の
う
ち
の
「
俗
用
」）
へ
は
「
秋
の
く
も
尾
上
の

す
ゝ
き
見
ゆ
る
也
」
の
句
を
署
し
た
。
当
日
は
、
巌
谷
小
波
の
開
会
の
挨
拶
に
続
き
、

和
田
垣
謙
三
の
演
説
、
佐
藤
籟
斎
の
尺
八
「
残
月
」、
清
元
延
壽
太
夫
・
清
元
梅
吉
の

「
神
田
祭
」、
梅
坊
主
一
座
の
「
二
人
羽
織
」、
柳
家
小
さ
ん
の
「
茶
碗
割
り
」、
紅
葉

館
連
中
の
「
も
み
ぢ
お
ん
ど
」、
会
食
後
に
市
川
莚
升
一
座
の
演
劇
「
短
慮
の
刃
」
が

あ
っ
た
。
参
会
者
は
、
江
見
水
蔭
、
小
栗
風
葉
、
尾
上
新
兵
衛
（
久
留
島
武
彦
）、
茅

原
華
山
、
川
上
眉
山
、
国
木
田
独
歩
、
武
田
桜
桃
、
寺
崎
廣
業
、
中
野
信
近
、
長
谷

川
天
渓
、
広
津
柳
浪
、
星
野
麥
人
、
松
居
松
葉
、
安
田
善
之
助
、
柳
原
義
光
、
依
田

学
海
ら
、
無
慮
二
百
余
名
に
及
び
、
九
時
す
ぎ
に
散
会
し
た
。
福
引
の
う
ち
『
紅
葉

全
集
』
は
中
野
信
近
が
引
当
て
た
。
巌
谷
小
波
に
よ
れ
ば
、
西
園
寺
公
望
も
招
待
を

俟
た
ず
に
訪
れ
、
遺
影
に
礼
拝
、
香
料
を
供
え
た
と
い
う
。

【
典
拠
1
】「
紅
葉
祭
絵
は
が
き
」
写
真
版
（「
文
章
世
界
」
一
巻
十
号
、
明
治
三
十
九
年
十
二
月
十
五
日
）

【
典
拠
2
】「
紅
葉
祭
記
念
は
が
き　

風
葉　

鏡
花
句
」
写
真
版
（
鏑
木
清
方
『
こ
し
か
た
の
記
』
中

央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
二
十
日
）
＊
一
九
二
頁
あ
と
の
図
版
二
頁
目
。

【
典
拠
3
】
第
三
回
紅
葉
祭
順
序
・
通
知
葉
書
（
架
蔵
・
宛
名
な
し
）

典拠 1

典拠 2

【
典
拠
4
】
第
三
回
紅
葉
祭
紀
念
・
印
譜
葉
書
（
架
蔵
・
宛
名
「
牛
込
区
東
五
軒
町
九　

柳
川
春
葉
様
」・

差
出
し
署
名
無
し
・
消
印
判
読
不
能
）
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【
典
拠
5
】「
昨
日
の
紅
葉
祭
」（「
都
新
聞
」
明
治
三
十
八
年
十
二
月
十
七
日
付
・
五
面
）

第
三
回
の
紅
葉
祭
は
故
人
の
第
三
十
九
回
の
誕
辰
な
る
昨
日
を
以
て
予
記
の
如
く
芝
公
園
の

紅
葉
館
に
催
ほ
さ
れ
た
り
会
す
る
も
の
文
墨
の
林
に
游
ぶ
も
の
は
云
ふ
も
更
な
り
学
者
芸
術

家
朝
野
の
紳
士
淑
女
無
慮
二
百
余
名
、
館
を
入
り
て
其
の
一
室
に
故
人
の
遺
影
を
安
置
し
八

足
の
机
を
供
へ
来
会
者
は
何
れ
も
玉
串
を
捧
げ
て
会
場
に
入
る
午
後
二
時
半
巌
谷
小
波
氏
開

会
の
辞
を
述
べ
次
に
和
田
垣
博
士
の
故
人
追
慕
の
演
説
あ
り
て
余
興
に
入
り
小
さ
ん
の
茶
碗

割
清
元
延
壽
の
神
田
祭
梅
坊
主
一
座
二
人
羽
織
佐
藤
籟
斎
氏
の
尺
八
残
月
あ
り
、
更
に
数
番

の
幻
燈
の
後
樓
上
の
食
堂
に
移
り
日
本
式
立
食
あ
り
き
故
人
の
雅
印
を
押
捺
し
た
る
紀
念
絵

葉
書
は
翩
々
と
し
て
文
士
画
家
の
間
に
伝
へ
ら
れ
一
時
小
書
画
会
の
様
を
現
じ
二
百
余
番
の

福
引
は
歓
呼
の
中
に
迎
へ
ら
れ
其
の
第
一
等
の
当
り
籤
な
る
松
浦
伯
寄
贈
の
額
面
と
博
文
館

寄
贈
の
紅
葉
全
集
全
部
の
某
々
氏
の
手
に
落
ち
た
る
時
は
喝
采
堂
を
動
か
せ
り
斯
く
て
莚
升

左
升
吉
松
高
之
助
左
喜
之
助
諸
優
の
「
短
慮
の
刃
」
三
齣
を
演
じ
終
り
て
散
会
し
た
る
は
九

時
過
な
り
き

【
典
拠
6
】「
き
の
ふ
け
ふ
」（「
文
芸
倶
楽
部
」
十
二
巻
一
号
、
明
治
三
十
九
年
一
月
一
日
）

◎
紅
葉
祭　

例
年
の
通
り
旧
臘
十
六
日
紅
葉
館
に
開
か
れ
、
来
会
者
無
慮
三
百
余
名
。
巌
谷

小
波
氏
の
挨
拶
、
和
田
垣
謙
三
氏
の
演
説
の
後
余
興
に
移
り
、
梅
坊
主
の
「
二
人
羽
織
」
佐

藤
籟
斎
氏
の
尺
八
、
紅
葉
館
女
中
の
「
紅
葉
音
頭
」
市
川
莚
升
一
座
の
「
短
慮
の
刃
」
等
あ

り
。
文
士
美
術
家
は
更
な
り
、
各
階
級
の
人
士
雲
の
如
く
、
福
引
の
紅
葉
全
集
が
壮
士
俳
優

中
野
信
近
に
落
ち
た
る
は
、
同
氏
が
東
京
に
於
て
始
め
て
「
金
色
夜
叉
」
を
演
じ
た
る
報む
く
いに

や
あ
ら
む
と
て
喝
采
鳴
り
も
や
ま
ざ
り
き
。
ま
た
柳
原
伯
寄
附
の
陶
額
は
、
山
人
の
自
筆
を

其
儘
水
野
浪
越
翁
の
作
に
か
ゝ
り
、
極
め
て
精
巧
な
る
も
の
に
見
受
け
ぬ
。

【
典
拠
7
】
巌
谷
小
波
「
紅
葉
祭
に
つ
い
て
」（「
文
章
世
界
」
一
巻
十
号
、
明
治
三
十
九
年
十
二
月
十
五

日
）
＊
傍
点
は
原
文
。

　

今
年
も
ま
た
紅
葉
祭
の
時
節
に
な
り
ま
し
た
。
来き
た
る十
六
日
が
即
ち
其
当
日
で
す
。
蓋
し
こ

典拠 3

典拠 4
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の
十
六
日
は
、
故
山
人
の
誕
生
日
な
の
で
。
わ
ざ
と
此
日
を
選
ん
だ
の
に
は
、
聊
か
理
由
も

あ
る
の
で
す
。

　

元
来
東
洋
流
で
は
、
故
人
の
為
め
の
紀
念
会
を
、
其
忌
日
に
開
く
の
が
常
で
す
が
、
西
洋

で
は
之
に
反
し
て
、
ゲ
エ
テ
祭
で
も
シ
エ
ク
ス
ピ
ヤ
会
で
も
、
大
方
其
誕
生
日
に
開
き
ま
す
。

そ
れ
で
、
何
も
強
い
て
ハ
イ
カ
ラ
が
つ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
同
じ
く
其
人
を
慕
つ
て
、

紀
念
の
為
め
に
会
を
開
く
の
な
ら
、
縁
起
で
も
無
い
忌
日
よ
り
も
、
目
出
度
い
誕
生
日
を
選

ん
だ
方
が
、
心
持
が
好
い
か
ら
で
も
あ
り
、
今
一
つ
に
は
、
よ
し
尾
崎
徳
太
郎
は
死
ん
で
も
、

紅
葉
山
人
の
生
命
は
、
永
く
文
壇
に
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
大
に
し
て
は
我
邦
の
文
壇
、

小
に
し
て
は
我
々
友
人
共
が
、
斯
る
稀
世
の
天
才
を
得
た
事
を
、
何い

つ日
ま
で
も
誇
り
に
し
た

い
と
云
ふ
所
か
ら
、
わ
ざ
と
之
を
失
つ
た
忌
日
よ
り
、
之
を
得
た
誕
生
日
を
選
ん
で

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
毎
年

其
会
を
開
く
事
に
し
た
の
で
す
。

　

尤
も
其
忌
日
と
雖
も
、
決
し
て
麁
畧
に
は
し
て
居
り
ま
せ
ん
即
ち
十
月
三
十
日
に
は
、

我
々
硯
友
社
員
は
、
袂
を
連
ね
て
青
山
に
参
詣
し
て
、
帰
途
に
は
一
堂
に
会
食
し
て
、
聊
か

追
善
の
意
を
表
す
る
と
同
時
に
、
其
年
の
紅
葉
祭
の
事
を
打
ち
合
せ
る
の
が
、
殆
ん
ど
常
例

に
成
つ
て
居
る
位
で
す
。

　

そ
こ
で
紅
葉
祭
も
、
今
年
で
四
回
目
に
な
る
の
で
す
が
、
其
会
場
を
、
毎
回
芝
の
紅
葉
館

に
し
た
の
も
、
只
其
名
に
因
ん
だ
斗
り
で
は
無
く
、
ま
た
、
山
人
曾
遊
の
場
所
で
あ
る
斗
り

で
無
く
、
実
に
そ
の
芝
区
が
、
山
人
誕
生
の
地
で
あ
る
故か
ら

で
す
。（
…
）

　

そ
れ
で
毎
回
の
余
興
に
も
、
演
劇
に
ま
れ
、
講
談
に
ま
れ
、
落
語
に
ま
れ
、
乃
至
謡
物
に

ま
れ
、
成
る
べ
く
故
人
の
作
か
ら
材
料
を
取
る
事
に
な
つ
て
居
ま
す
。
ま
づ
劇
の
方
で
は
、

第
一
回
が
藤
澤
一
座
の
「
心
の
闇
」、
第
二
回
が
伊
井
一
座
の
「
夏
小
袖
」、
第
三
回
が
左
団

次
一
座
の
「
短
慮
の
刃
」
と
、
皆
紅
葉
全
集
中
の
物
を
出
し
ま
し
た
が
、
今
度
の
第
四
回
に

は
、
中
野
一
座
の
「
金
色
夜
叉
」
を
出
す
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
講
談
落
語
で
は
、
第
一
回
に
伯
知
の
「
金
色
夜
叉
」、
第
三
回
に
小
さ
ん
の
「
茶
碗

割
」
な
ぞ
が
出
ま
し
た
。
只
困
る
の
は
、
他
の
謡
曲
や
、
清
元
、
長
唄
な
ぞ
に
は
、
何
分
故

人
の
作
が
無
い
の
で
、
余
儀
無
く
在
来
の
物
を
出
し
て
居
り
ま
す
。（
…
）

　

又
紀
念
画
葉
書
は
、
毎
回
必
ず
出
し
て
居
り
ま
す
。
第
一
回
の
時
は
、
故
人
の
平
凡
な
肖

像
に
止
め
て
お
き
ま
し
た
が
、
第
二
回
に
は
故
人
の
自
画
讃
一
葉
、
こ
れ
は
某
婦
人
の
秘
蔵

す
る
も
の
で
、
頗
る
珍
と
す
る
に
足
る
も
の
で
し
た
。
第
三
回
は
故
人
の
印
譜
で
、
六
枚
一

組
。
さ
て
当
年
は
、
ま
た
真
蹟
物
の
二
枚
一
組
で
す
が
、
こ
れ
は
実
は
私
の
所
有
で
、
一
は

故
人
が
新
婚
旅
行
先
か
ら
の
戯
筆
、
一
は
自
画
像
に
自
讃
の
画
手
紙
、
何
れ
も
紅
葉
崇
拝
家

に
は
、
確
に
流
涎
せ
し
む
べ
き
も
の
で
す
。（
…
）

　

さ
て
こ
の
紅
葉
祭
は
、
元
よ
り
故
人
の
徳
を
頌
す
る
会
で
す
か
ら
、
其
趣
意
に
適
つ
た
も

の
な
ら
、
何
人
で
も
来
て
差
支
無
い
所
か
、
寧
ろ
大
い
に
歓
迎
す
る
の
で
す
が
、
何
分
場
所

が
場
所
で
す
か
ら
、
毎
回
発
企
者
よ
り
案
内
を
出
す
の
は
、
二
百
通
に
止
め
て
お
く
の
で
す
。

そ
れ
で
毎
回
の
来
会
者
が
、
少
く
も
百
五
十
人
を
下
だ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中
に
は
、
案
内

を
受
け
な
い
で
も
、
新
聞
で
聞
き
伝
へ
て
出
席
し
た
り
、
ま
た
会
へ
は
出
ら
れ
な
い
が
、
画

葉
書
丈
売
つ
て
く
れ
な
ど
ゝ
、
朝
か
ら
玄
関
へ
来
る
篤
志
家
も
あ
り
ま
し
た
。

　

い
や
、
篤
志
と
云
へ
ば
、
第
三
回
の
時
で
し
た
、
今
の
総
理
大
臣
西
園
寺
侯
は
、
別
に
発

企
人
か
ら
の
招
待
を
待
た
ず
、
態わ
ざ
わ
ざ々

馬
車
を
此
会
へ
枉
げ
ら
れ
て
、
而
も
故
人
の
肖
像
の
前

に
、
丁
寧
な
る
礼
拝
を
さ
れ
た
斗
り
か
、
香
料
若
干
を
供
へ
ら
れ
ま
し
た
、
此
等
は
実
に
此

会
の
栄
と
し
て
、
発
企
人
一
同
の
感
謝
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。
侯
が
文
芸
の
嗜
み
深
い
事
は
、

今
更
云
ふ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
故
山
人
の
作
物
は
、
殊
に
愛
読
さ
れ
た
の
だ
さ
う
で
。

さ
れ
ば
こ
そ
態
々
此
挙
に
出
で
ら
れ
た
の
で
せ
う
。

【
注
記
】

　

明
治
三
十
六
年
十
月
三
十
日
の
逝
去
の
翌
々
月
、
誕
辰
の
十
二
月
十
六
日
に
開
か
れ
た
紅
葉
の

追
悼
会
で
あ
る
紅
葉
会
は
、
翌
年
か
ら
紅
葉
祭
と
称
し
恒
例
の
催
し
と
な
っ
た
。

　

典
拠
7
は
、
そ
の
発
企
人
・
主
催
者
と
し
て
の
巌
谷
小
波
が
、
第
四
回
の
直
前
に
紅
葉
祭
の
趣
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意
と
こ
の
時
ま
で
の
内
容
と
を
語
っ
た
貴
重
な
証
言
ゆ
え
、
本
来
は
全
文
を
引
く
べ
き
だ
が
、
紙

幅
が
許
さ
ず
抄
出
に
と
ど
め
た
。
末
尾
の
西
園
寺
公
望
の
逸
話
は
興
味
深
い
。

　
「
年
譜
」
で
は
、
鏡
花
の
出
席
の
み
を
記
し
た
場
合
が
多
い
が
、
第
三
回
は
資
料
も
あ
り
、
典

拠
1
に
と
ど
ま
ら
ず
、
会
の
内
容
、
出
席
者
も
で
き
る
だ
け
記
し
た
。

　

典
拠
1
の
写
真
版
で
は
な
か
な
か
判
読
が
難
し
い
も
の
の
、
右
上
の
一
枚
（
俗
用
）
に
、
国
木

田
「
独
歩
」、
川
上
「
眉
山
」
ら
の
署
名
が
認
め
ら
れ
る
。

　

典
拠
2
『
こ
し
か
た
の
記
』
は
千
五
百
部
の
限
定
版
で
、
引
用
し
た
一
九
二
頁
あ
と
の
写
真
頁

は
、
後
版
で
は
省
か
れ
て
い
る
。
鏡
花
と
と
も
に
署
名
し
た
小
栗
風
葉
の
句
は
「
志
ぐ
れ
町
人
は

い
ま
さ
ず
鰒
（
あ
は
び
じ
る
）
汁
」
と
読
め
る
。

　

典
拠
3
「
紅
葉
祭
順
序
」
は
典
拠
1
の
写
真
版
で
は
寄
書
葉
書
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
、

表
面
の
最
下
段
に
は
「
東
京
博
文
館
発
売
」「
日
本
葉
書
会
製
」
と
印
字
が
あ
る
。
開
会
の
辞
岡

田
朝
太
郎
、
伊
井
蓉
峰
一
座
に
よ
る
「
演劇
金
色
夜
叉
」
と
あ
る
が
、
開
催
後
の
報
道
の
典
拠
5
・

6
に
は
言
及
が
無
い
た
め
、
本
文
へ
の
記
載
を
控
え
た
。

　

典
拠
4
は
印
譜
葉
書
の
「
著
書
及
蔵
書
」
の
一
枚
。「
満
座
紅
葉
夕
陽
中　

学
海
居
士
」
の
揮

毫
が
あ
る
。
紅
葉
は
明
治
二
十
二
年
十
月
二
日
の
初
対
面
以
来
、
文
壇
の
先
達
と
し
て
の
学
海
と

親
交
を
厚
く
し
た
が
、「
十
千
万
堂
日
録
」
の
記
載
で
は
、
三
十
六
年
六
月
二
十
日
の
東
京
座
「
金

色
夜
叉
」
観
劇
の
際
「
学
海
夫
妻
の
来
観
に
会
ふ
。」
と
あ
る
の
が
最
後
で
あ
る
。
ま
た
、
大
学

病
院
退
院
（
同
三
月
十
四
日
）
の
後
に
紅
葉
が
病
床
に
寄
せ
ら
れ
た
知
己
の
書
牘
を
写
し
て
「
二
六

新
報
」
紙
上
に
掲
げ
た
「
不
養
生
誡
」
の
「
其
二
六
」（
同
紙
四
月
十
五
日
付
・
三
面
）
が
学
海
の
見

舞
文
で
あ
り
（
末
尾
の
日
付
は
「
癸
卯
三
月
二
十
四
日
」）、
こ
の
書
簡
は
お
り
か
ら
編
輯
が
進
め
ら
れ

て
い
た
門
生
の
献
呈
文
集
、
十
千
万
堂
蔵
版
『
換
菓
篇
』（
博
文
館
、
明
治
三
十
六
年
十
月
二
十
四
日
）

の
「
序
」
と
な
っ
た
。

　

架
蔵
の
柳
川
春
葉
宛
の
印
譜
葉
書
は
、
当
日
販
売
の
「
六
枚
一
組
」（
典
拠
7
）
の
う
ち
、
典
拠

4
を
含
め
て
都
合
五
枚
あ
り
、
筆
跡
は
同
じ
、
い
ず
れ
も
差
出
し
を
欠
く
が
、
中
に
「
松
廼
舎
」

（
安
田
善
之
助
）
の
印
の
捺
さ
れ
た
「
俗
用
」
の
一
枚
の
消
印
が
、
会
の
翌
日
「38.12.17 /

前
6

」

と
読
め
る
。
消
印
の
判
読
で
き
な
い
他
の
四
枚
も
同
日
付
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
五
枚
を
、

当
日
欠
席
の
春
葉
へ
送
っ
た
差
出
人
は
、
今
の
と
こ
ろ
特
定
で
き
な
い
。

　

余
興
の
う
ち
、
梅
坊
主
は
大
道
芸
人
の
ち
寄
席
芸
人
の
豊
年
斎
梅
坊
主
（
本
名
松
本
梅
吉
。
嘉
永

七
年
一
月
一
日
生
、
昭
和
二
年
二
月
十
三
日
歿
。
享
年
七
十
四
）。
願
人
坊
主
の
身
分
か
ら
、
剃
髪
し
て

坊
主
を
名
乗
り
、
一
座
を
組
ん
で
茶
番
狂
言
、
俄
芝
居
、
道
化
芝
居
等
を
興
行
、
特
に
揃
の
浴
衣

で
踊
る
「
か
っ
ぽ
れ
」
は
人
気
を
博
し
、
九
代
目
市
川
団
十
郎
ら
が
歌
舞
伎
に
も
取
入
れ
、
大
道

よ
り
寄
席
や
座
敷
で
演
じ
る
一
芸
と
な
っ
た
。
当
日
演
じ
た
「
二
人
羽
織
」
は
一
座
の
得
意
と
す

る
茶
番
で
あ
る
（
以
上
、
三
省
堂
版
『
日
本
芸
能
人
名
事
典
』
平
成
七
年
七
月
十
日
、
倉
田
喜
弘
編
『
幕
末

明
治
見
世
物
事
典
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
十
四
年
三
月
十
日
、
を
参
照
）。

　

典
拠
3
の
通
知
葉
書
に
「
伊
井
蓉
峰
氏
一
座
」
の
「
演
劇
／
金
色
夜
叉
／
熱
海
海
岸
の
場
」
と

あ
る
が
、「
歌
舞
伎
」
第
六
十
九
号
（
明
治
三
十
九
年
一
月
一
日
）
巻
末
「
歌
舞
伎
日
記
」
の
「
俳

優
」
欄
に
「
▲
十
二
月
十
六
日
市
川
莚
升
紅
葉
会
（
マ
マ
）に
て
「
短
慮
の
刃
」
を
演
じ
伊
井
蓉
峰
梅
坊
主

の
俄
を
寄
附
す
」
と
出
て
い
る
か
ら
、
梅
坊
主
は
、
一
座
の
演
劇
を
出
せ
な
か
っ
た
伊
井
が
こ
れ

を
寄
附
し
た
代
替
の
出
演
だ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

　

市
川
莚
升
は
の
ち
の
二
代
目
左
団
次
（
本
名
高
橋
栄
次
郎
。
明
治
十
三
年
十
月
十
九
日
生
、
昭
和
十

五
年
二
月
二
十
三
日
歿
。
享
年
六
十
一
）。
先
代
の
長
男
。
数
え
五
歳
の
明
治
十
七
年
四
月
新
富
座
に

市
川
ぼ
た
ん
で
初
舞
台
、
三
十
二
年
九
月
に
父
の
俳
名
莚
升
を
嗣
ぎ
名
題
に
昇
進
、
三
十
七
年
八

月
に
父
を
喪
っ
た
が
、
三
十
九
年
七
月
に
明
治
座
で
の
亡
父
追
善
興
行
を
も
っ
て
二
代
左
団
次
を

襲
名
し
た
。
こ
の
年
十
二
月
か
ら
松
居
松
葉
を
伴
っ
て
の
欧
米
劇
壇
視
察
を
経
て
、
四
十
二
年
十

二
月
小
山
内
薫
と
と
も
に
自
由
劇
場
を
創
立
以
後
、
新
劇
運
動
の
先
駆
者
と
し
て
の
活
躍
、
小
山

内
の
媒
に
よ
り
生
じ
た
永
井
荷
風
と
の
交
情
、
に
つ
い
て
は
贅
言
を
要
し
な
い
。
莚
升
の
名
は
、

大
正
四
年
九
月
に
十
四
歳
下
の
弟
（
養
子
）
道
之
助
が
継
い
だ
。
左
升
、
左
喜
之
助
は
と
も
に
先

代
の
門
人
。
左
升
は
明
治
座
の
座
主
た
る
左
団
次
の
一
座
の
番
頭
格
で
あ
っ
た
。
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所
演
「
短
慮
の
刃
」
の
原
作
は
、
明
治
三
十
二
年
十
二
月
九
日
の
早
稲
田
中
学
校
各
組
組
長
慰

労
会
席
上
（
従
来
の
牛
込
清
風
亭
で
の
開
催
を
訂
正
。
前
項
の
注
記
参
照
）
の
口
演
を
翌
年
一
月
二
十

三
日
よ
り
二
月
三
日
ま
で
「
読
売
新
聞
」
の
「
口
演
百
譚
」
欄
に
連
載
後
、
三
十
五
年
一
月
一
日
、

春
陽
堂
か
ら
『
武
蔵
の
名
香

阿
刺
比
亜
の
林
檎
東
西
短
慮
之
刃
』（
装
丁
斎
藤
松
洲
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
角
書
に

も
あ
る
通
り
、
東
（
錦
文
流
作
『
本
朝
諸
士
百
家
記
』）
と
西
（「
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
」）
の
酷
似
す
る

二
話
を
対
照
し
て
示
し
た
も
の
で
、
初
演
は
紅
葉
歿
後
の
明
治
三
十
七
年
十
一
月
（
十
一
日
初
日
）

明
治
座
の
二
番
目
狂
言
（
二
幕
、
竹
柴
透
葉
脚
色
）、
莚
升
一
座
の
興
行
（
脚
本
は
花
房
杢
之
丞
を
主
役

と
す
る
本
朝
の
分
）
で
あ
っ
た
が
、
木
村
錦
花
『
明
治
座
物
語
』（
歌
舞
伎
出
版
部
、
昭
和
三
年
三
月
一

日
）
に
よ
れ
ば
「
不
入
で
、
或
る
日
の
如
き
は
、
土
間
の
看け
ん
ぶ
つ客
が
七
八
人
し
か
居
な
」
か
っ
た
、

と
い
う
。

　
『
続
々
歌
舞
伎
年
代
記　

坤
の
巻
』（
利
倉
幸
一
編
著
、
演
劇
出
版
社
、
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
十
五

日
）
を
検
め
る
と
、
初
演
に
次
ぐ
の
が
こ
の
紅
葉
祭
に
お
け
る
公
演
で
、
以
後
明
治
期
に
、
大
阪

中
座
（
四
十
年
十
二
月
）、
新
富
座
（
四
十
一
年
四
月
）、
大
阪
弁
天
座
（
同
年
十
二
月
）、
大
阪
松
嶋
八

千
代
座
（
四
十
二
年
十
二
月
）、
大
阪
朝
日
座
（
四
十
三
年
九
月
）、
本
郷
座
（
同
年
十
二
月
）、
名
古
屋

御
園
座
（
四
十
四
年
一
月
）、
本
郷
座
（
同
年
十
二
月
）
が
あ
り
、
毎
年
各
地
で
の
興
行
が
確
認
で
き
る

か
ら
、「
金
色
夜
叉
」
ほ
ど
で
は
な
い
ま
で
も
、「
紅
葉
も
の
」
の
相
応
の
演
目
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

中
野
信
近
（
慶
応
二
年
三
月
十
五
日
生
、
昭
和
七
年
一
月
七
日
歿
。
享
年
六
十
七
）
は
、
も
と
自
由
党

大
井
憲
太
郎
配
下
の
壮
士
。
文
字
通
り
の
壮
士
俳
優
で
あ
る
。
川
上
音
二
郎
一
座
に
入
っ
て
二
十

六
年
横
浜
蔦
座
で
初
舞
台
、
三
十
五
年
に
は
開
盛
座
で
座
長
と
し
て
夜
興
行
を
始
め
、
三
十
六
年

愛
嬌
会
を
組
織
し
た
。
紅
葉
関
係
で
は
三
十
五
年
二
月
に
、
宮
戸
座
で
「
金
色
夜
叉
」（
花
房
柳
外

脚
色
）
の
間
貫
一
を
演
じ
た
。
典
拠
6
に
「
東
京
に
於
て
始
（
マ
マ
）め
て
「
金
色
夜
叉
」
を
演
じ
た
る
」

云
々
と
あ
る
が
、
別
稿
（「
尾
崎
紅
葉
の
死
―
そ
の
前
後（
三
）―
」「
学
苑
」
九
六
二
号
、
令
和
三
年

一
月
一
日
）
に
も
記
し
た
通
り
、「
金
色
夜
叉
」
の
初
演
は
、
明
治
三
十
一
年
三
月
（
二
十
五
日
初

日
）
の
市
村
座
に
お
け
る
藤
澤
浅
二
郎
脚
色
、
川
上
音
二
郎
が
間
貫
一
を
演
じ
た
興
行
で
あ
っ
た
。

続
い
て
梅
田
大
阪
歌
舞
伎
（
三
十
一
年
十
一
月
。
外
題
は
「
汝
！
」。「
金
色
夜
叉
」
と
江
見
水
蔭
作
「
海

の
秘
密
」
と
の
綯
交
ぜ
）、
宮
戸
座
（
前
述
三
十
五
年
二
月
）、
大
阪
朝
日
座
（
三
十
五
年
六
月
）、
東
京

座
（
三
十
六
年
六
月
）
と
、
紅
葉
の
生
前
に
都
合
五
度
の
上
場
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
典
拠

6
の
「
東
京
に
於
て
始
め
て
」
は
、
東
京
に
お
い
て
二
度
目
、
と
す
る
の
が
正
し
い
。

　

な
お
、
井
上
理
恵
氏
「「
金
色
夜
叉
」
初
演
か
ら
海
外
へ
の
旅
立
ち
」（『
川
上
音
二
郎
と
貞
奴
』
社

会
評
論
社
、
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日
）
で
は
、
梅
田
大
阪
歌
舞
伎
の
再
演
を
三
十
二
年
十
一
月

と
し
て
い
る
が
、
同
座
は
三
十
二
年
一
月
十
三
日
に
焼
失
し
、
以
後
に
再
建
を
み
な
か
っ
た
か
ら
、

こ
の
年
の
興
行
は
あ
り
え
な
い
。「
大
阪
朝
日
新
聞
」
の
報
（「
演
劇
零
報
」
明
治
三
十
一
年
十
月
三

十
一
日
付
・
七
面
）
に
拠
っ
て
、
三
十
一
年
十
一
月
一
日
よ
り
の
開
演
、
と
訂
す
べ
き
も
の
と
思
う
。

　

以
下
、
中
野
に
関
し
て
「
年
譜
」
記
載
済
み
の
こ
と
が
ら
を
略
述
す
れ
ば
、
明
治
三
十
五
年
、

鏡
花
は
「
金
色
夜
叉
」
宮
戸
座
公
演
中
の
二
月
十
一
日
、
安
田
善
之
助
の
招
宴
（
浜
町
弥
生
）
で
、

紅
葉
と
と
も
に
、
出
演
の
中
野
、
千
歳
米
坡
に
遇
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
三
十
四
年
十

二
月
十
五
日
に
同
じ
く
宮
戸
座
「
瀧
の
白
糸
」
の
中
野
演
ず
る
村
越
欣
彌
を
観
た
の
ち
、
翌
年
一

月
「
歌
舞
伎
」
誌
上
へ
「
瀧
の
白
糸
に
つ
い
て
原
作
者
泉
鏡
花
君
の
談
」（
ノ
チ
「
瀧
の
白
糸
に
つ

い
て
」）
を
寄
せ
、「
中
野
の
欣
彌
は
信
近
に
過
ぎ
、
千
歳
の
白
糸
は
米
坡
に
過
ぎ
、
橋
上
の
月
は

其
の
色
の
白
き
に
過
ぎ
、
強
迫
の
場
所
は
明
る
き
に
過
ぎ
た
り
。」
云
々
、
と
こ
れ
を
評
し
た
。
そ

の
後
の
四
十
年
八
月
二
十
日
、
片
瀬
在
の
中
野
は
き
た
る
九
月
真
砂
座
で
の
「
辰
巳
巷
談
」
上
場

に
つ
き
原
作
者
の
許
可
を
得
ん
と
当
時
逗
子
滞
在
中
の
鏡
花
宅
を
訪
れ
、
諒
承
を
得
て
翌
月
（
六

日
初
日
）
の
上
演
で
は
船
頭
宗
平
を
演
じ
た
が
、
以
後
宗
平
は
「
金
色
夜
叉
」
の
荒
尾
譲
介
と
と

も
に
、
中
野
の
当
り
役
と
な
っ
た
。

﹇
新
た
な
項
目
﹈

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）　
庚
子
　
二
十
八
歳

一 

月　

一
日
発
行
の
「
新
小
説
」（
第
五
年
第
一
巻
、
臨
時
増
刊
「
初
日
の
出
」）
の
新
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年
挨
拶
に
名
を
列
ね
た
。
他
に
、
小
栗
風
葉
、
尾
崎
紅
葉
、
幸
田
露
伴
、
後
藤
宙
外
、

島
崎
藤
村
、
柳
川
春
葉
ら
の
名
が
あ
っ
た
。

【
典
拠
】
新
年
挨
拶
（「
新
小
説
」
五
年
一
巻
、
明
治
三
十
三
年
一
月
一
日
）

木
」、
三
島
霜
川
「
寺
男
」、
永
井
荷
風
「
烟
鬼
」
な
ど
柳
浪
門
の
春
雨
と
荷
風
、
露
伴
門
の
鶴
伴

が
選
に
入
っ
て
い
る
。

　
「
年
譜
」
に
も
明
ら
か
な
ご
と
く
、
前
年
明
治
三
十
二
年
に
春
陽
堂
か
ら
『
錦
帯
記
』（
二
月
）、

『
湯
島
詣
』（
十
一
月
）
の
二
冊
を
書
下
し
刊
行
し
て
い
た
鏡
花
は
、
師
の
紅
葉
や
幸
田
露
伴
を
凌

い
で
、
最
も
進
境
を
示
し
て
い
た
作
者
だ
っ
た
。

　
「
初
日
の
出
」
と
同
じ
月
二
十
八
日
発
行
の
「
新
小
説
」（
五
年
二
巻
）
誌
上
で
は
、
従
来
の
編

輯
局
員
前
田
曙
山
、
柳
川
春
葉
に
加
え
て
、
今
号
よ
り
後
藤
宙
外
を
編
輯
主
任
と
し
て
迎
え
、
絵

画
担
当
田
代
暁
舟
、
写
真
担
当
鈴
木
真
澄
を
招
き
、
こ
れ
ま
で
「
客
員
」
だ
っ
た
泉
鏡
花
と
小
栗

風
葉
を
「
正
社
員
」
と
す
る
こ
と
が
告
知
さ
れ
た
。
さ
ら
に
「
賛
助
員
」
尾
崎
紅
葉
、
広
津
柳
浪
、

川
上
眉
山
、
小
杉
天
外
、
長
田
秋
濤
、「
客
員
」
幸
田
露
伴
の
名
が
誌
さ
れ
て
あ
る
。
こ
の
告
知

を
承
け
て
、
翌
二
月
号
の
巻
頭
に
「
高
野
聖
」
が
載
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

も
っ
て
一
月
号
の
新
年
挨
拶
は
、
爾
後
の
鏡
花
と
「
新
小
説
」
春
陽
堂
と
の
深
い
由
縁
の
始
ま

り
を
告
げ
る
も
の
と
し
て
記
録
に
あ
た
い
す
る
。

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）　
庚
戌
　
三
十
八
歳

七 

月　

二
日
、
帝
国
劇
場
（
取
締
役
会
長
渋
沢
栄
一
）
主
催
の
文
士
招
待
会
（
於
帝
国

ホ
テ
ル
）
に
出
席
し
た
。
ほ
か
に
巌
谷
小
波
、
大
槻
如
電
、
小
山
内
薫
、
幸
田
露
伴
、

小
杉
天
外
、
後
藤
宙
外
、
島
村
抱
月
、
田
口
掬
汀
、
土
肥
春
曙
、
東
儀
鉄
笛
、
永
井

荷
風
、
益
田
太
郎
冠
者
、
水
口
薇
陽
、
森
鷗
外
、
柳
川
春
葉
、
山
崎
紫
紅
ら
が
集
い
、

林
董
、
末
松
謙
澄
、
荘
田
平
五
郎
、
大
倉
喜
八
郎
ら
の
出
席
も
あ
っ
た
。

【
典
拠
1
】「
は
な
し
だ
ね
―
帝
国
劇
場
の
文
士
招
待
会
の
噂
―
」（「
読
売
新
聞
」
明
治
四
十
三
年
七

月
九
日
付
・
五
面
）

◎
此
間
の
帝
国
劇
場
文
士
招
待
会
は
時
代
の
層
の
二
重
に
も
三
重
に
も
違
つ
た
人
達
の
余
程

不
思
議
な
集
会
で
あ
つ
た
◎
食
卓
の
正
面
に
は
主
人
役
と
し
て
渋
沢

3

3

男
そ
の
左
右
に
は
林
董

3

3

【
注
記
】

　
「
新
小
説
」
の
臨
時
増
刊
「
初
日
の
出
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「「
通
夜
物
語
」
の
か
た
ち
」

（『
泉
鏡
花
素
描
』
和
泉
書
院
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
八
日
）
に
お
い
て
、
本
号
巻
末
に
、
鏡
花
の

著
作
（『
照
葉
狂
言
』『
通
夜
物
語
』『
黒
百
合
』）
も
含
め
、
多
数
の
「
近
刊
予
告
」
を
掲
載
し
た
こ
と

を
も
っ
て
、
当
代
「
新
小
説
」
春
陽
堂
の
躍
進
を
窺
う
に
足
る
壮
観
の
さ
ま
を
確
認
し
た
が
、
こ

の
広
告
頁
の
前
に
掲
げ
ら
れ
た
新
年
挨
拶
を
見
遁
し
て
い
た
の
で
、
新
た
に
記
載
し
た
。

　

こ
の
「
初
日
の
出
」
は
、
前
年
三
月
三
十
一
日
に
締
切
っ
た
「
懸
賞
小
説
五
月
幟
」
の
当
選
作

を
公
表
す
る
た
め
、
当
初
「
臨
時
増
刊
五
月
幟
」
と
予
告
さ
れ
な
が
ら
発
行
の
延
引
し
て
い
た
号

の
改
題
で
、
尾
崎
紅
葉
、
幸
田
露
伴
、
坪
内
逍
遥
、
森
鷗
外
の
四
家
を
撰
者
と
し
て
募
集
し
た
短

篇
小
説
の
応
募
総
数
百
七
十
九
篇
中
、
高
得
点
の
一
等
か
ら
五
等
と
、
番
外
の
十
篇
を
掲
載
し
た

臨
時
増
刊
号
で
あ
る
。
掲
げ
ら
れ
た
作
品
の
う
ち
後
に
世
に
出
た
作
者
の
も
の
で
は
、
中
村
春
雨

「
菖
蒲
人
形
」（
第
三
等
）、
神
谷
鶴
伴
「
見
越
の
松
」（
第
五
等
）、
番
外
で
は
瀧
澤
秋
暁
「
は
ゝ
き
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伯
末
松

3

3

子
荘
田

3

3

の
貴
族
富
豪
連
文
士
側
で
は
露
伴

3

3

、
鏡
花

3

3

、
鉄
笛

3

3

、
薇
陽

3

3

、
荷
風

3

3

、
薫3

、
紫3

紅3

と
い
ふ
顔
触
れ
渋
沢
男
の
向
側
に
は
大
倉
鶴
彦

3

3

3

3

翁
之
れ
を
中
心
と
し
て
如
電

3

3

、
鷗
外

3

3

、
天3

外3

、
宙
外

3

3

、
春
曙

3

3

、
抱
月

3

3

、
小
波

3

3

、
太
郎
冠
者

3

3

3

3

に
春
葉

3

3

、
掬
汀

3

3

等
の
脚
本
家
も
見
え
た
◎
宴

半
に
し
て
渋
沢
氏
は
例
の
腰
の
低
い
円
転
滑
脱
な
調
子
で
自
分
達
の
手
で
兎
に
角
帝
国
劇
場

と
い
ふ
容
れ
物
を
作
つ
た
か
ら
こ
の
上
は
諸
君
の
手
で
一
つ
中
身
を
作こ
し

ら
へ
て
頂
き
た
い
併

し
会
社
も
相
応
の
利
益
が
な
け
れ
ば
成
立
た
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
今
の
時
代
と
さ
う
飛
離
れ
た

者
で
は
困
る
と
述
べ
◎
其
後
で
末
松
謙
澄

3

3

3

3

子
曰
く
西
洋
に
は
随
分
天
才
も
出
た
が
日
本
で
は

一
の
近
松
が
出
た
計
り
で
あ
ま
り
振
は
ん
、
け
れ
ど
も
今
日
で
は
益
田
太
郎
君
の
如
き
坪
井

雄
蔵
君
（
氏
は
坪
内
博
士
を
坪
井
々
々
と
呼
ん
だ
）
の
様
な
立
派
な
作
者
も
あ
る
の
だ
か
ら
将
来

大
に
演
劇
改
良
の
為
に
力
を
盡
し
て
頂
き
た
い
併
し
坪
井
君
は
先
頃
吾
々
が
学
士
会
員
に
推

薦
し
よ
う
と
し
た
ら
何
故
か
辞
退
さ
れ
た
坪
井
君
の
御
説
で
は
今
日
の
文
学
や
演
劇
に
従
事

す
る
者
は
兎
角
其
の
戯
作
者
流
と
同
一
視
さ
れ
る
傾
き
が
あ
る
そ
れ
を
私
わ
た
く
しの
様
な
さ
う
い
ふ

事
に
従
事
し
て
ゐ
る
者
な
ど
が
天
皇
陛
下
の
勅
裁
を
仰
ぐ
様
な
名
誉
あ
る
席
に
列
る
と
将
来

妙
な
差
支
が
出
来
は
し
ま
い
か
と
い
ふ
御
心
配
の
様
だ
が
さ
う
い
ふ
世
間
の
誤
解
を
除
く
様

に
し
て
頂
く
の
が
氏
の
任
務
で
あ
ら
う
と
思
ふ
、
氏
は
元
「
書
生
気
質
」
と
い
ふ
小
説
を
書

い
て
大
に
文
名
を
博
さ
れ
た
と
記
憶
す
る
が
あ
ゝ
い
ふ
才
を
是
非
脚
本
の
方
へ
向
け
て
頂
き

た
い
者
で
あ
る
云
々
◎
末
松
子
の
後
で
、
如
電

3

3

、
大
倉

3

3

二
翁
の
演
説
は
是
非
出
ね
ば
な
ら
ぬ

と
こ
ろ
で
あ
つ
た
が
惜
哉
聞
く
事
が
出
来
な
か
つ
た
◎
其
代
り
別
室
で
茶
菓
の
出
た
間
に
鶴

彦
翁
得
意
の
狂
歌
が
出
て
一
同
の
喝
采
を
博
し
た
◎
其
歌
に
曰
く
「
演
劇
の
改
良
会
の
来
賓

に
近
松
も
あ
り
坪
内
も
あ
り
」
す
る
と
誰
や
ら
こ
の
下
の
句
は
「
末
松
も
あ
り
大
倉
も
あ

り
」
と
す
る
方
が
い
ゝ
と
い
つ
た
の
で
一
同
笑
ひ
崩
れ
た

【
典
拠
2
】
森
鷗
外
「
日
記
」（
岩
波
書
店
版
『
鷗
外
全
集
』
第
三
十
五
巻
、
昭
和
五
十
年
一
月
二
十
二
日
）

〔
明
治
四
十
三
年
七
月
〕
二
日
（
土
）。
半
陰
。
久
保
大
阪
へ
帰
る
。
午
後
よ
り
母
胃
痙
作
り

て
悩
ま
せ
給
ふ
。
帝
国
劇
場
会
社
の
宴
会
に
招
か
れ
て
、
帝
国
旅
館
に
ゆ
く
。

【
典
拠
3
】「
劇
界
一
覧　

俳
優
と
劇
場
」（「
歌
舞
伎
」
一
二
二
号
、
明
治
四
十
三
年
八
月
一
日
）

▲
七
月
一
日
帝
国
劇
場
は
都
下
の
新
聞
通
信
社
長
及
び
演
芸
記
者
を
帝
国
ホ
テ
ル
に
招
待
し

て
工
事
竣
工
を
披
露
し
新
作
脚
本
の
募
集
を
発
表
し
、
又
二
日
文
士
を
招
待
す

【
注
記
】

　

典
拠
3
の
報
に
よ
れ
ば
、
文
士
に
先
立
っ
て
新
聞
界
、
演
劇
界
関
係
者
の
招
待
が
あ
っ
た
わ
け

だ
が
、
当
日
招
か
れ
た
文
士
の
顔
ぶ
れ
は
、
こ
の
会
の
半
年
前
に
「
帝
国
劇
場
当
事
者
の
一
考
を

煩
は
す
」（「
読
売
新
聞
」
四
月
三
日
付
・
六
面
）
を
発
表
し
て
い
た
島
村
抱
月
は
じ
め
、
坪
内
逍
遥

門
下
の
文
芸
協
会
関
係
者
（
鉄
笛
、
春
曙
、
薇
陽
）、
自
由
劇
場
の
小
山
内
に
近
い
鷗
外
、
荷
風
、
ま

た
新
派
劇
の
小
説
原
作
者
と
し
て
の
鏡
花
、
天
外
、
掬
汀
、
春
葉
の
ほ
か
、
紫
紅
、
太
郎
冠
者
ら

の
劇
作
家
ま
で
、
新
派
新
劇
の
双
方
に
亙
っ
て
偏
り
が
な
く
目
配
り
の
利
い
た
人
選
で
あ
る
。
当

然
な
が
ら
、
会
長
渋
沢
栄
一
の
期
待
す
る
通
り
、
こ
れ
か
ら
開
場
す
る
本
邦
初
の
洋
風
劇
場
の
舞

台
に
上
る
作
品
を
提
供
し
う
る
面
々
が
招
待
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

典
拠
1
の
新
聞
報
に
「
坪
内
博
士
を
坪
井
々
々
と
呼
ん
だ
」
末
松
謙
澄
の
発
言
が
特
記
さ
れ
て

い
る
の
は
、
末
尾
の
狂
歌
に
も
あ
る
ご
と
く
、
彼
が
二
十
三
年
前
の
明
治
十
九
年
に
演
劇
改
良
を

唱
え
て
様
々
な
論
議
を
惹
起
し
た
際
、
坪
内
逍
遥
が
い
ち
早
く
「
末
松
君
の
演
劇
改
良
論
を
読

む
」（
同
年
十
一
月
）
に
お
い
て
、
官
製
に
よ
る
上
か
ら
の
「
改
良
」
に
反
駁
し
、
両
者
に
盛
ん
な

応
酬
の
あ
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
後
の
逍
遥
に
「
桐
一
葉
」（
明

治
二
十
七
年
十
一
月
）、「
沓
手
鳥
孤
城
落
月
」（
明
治
三
十
七
年
九
月
）、「
新
曲
浦
島
」（
明
治
三
十
七

年
十
一
月
）
等
の
優
れ
た
劇
作
の
あ
る
の
を
、
ま
る
で
弁
え
ぬ
末
松
へ
の
揶
揄
を
こ
め
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

　

末
松
の
次
に
「
二
翁
」
と
呼
ば
れ
る
大
槻
如
電
は
当
年
六
十
八
歳
、
大
倉
喜
八
郎
は
同
じ
く
七

十
四
歳
で
あ
っ
た
（
会
長
の
渋
沢
栄
一
は
七
十
一
歳
で
あ
る
）。

　

帝
国
劇
場
の
創
設
を
首
唱
し
た
の
は
、
伊
藤
博
文
、
西
園
寺
公
望
、
林
董
ら
の
政
治
家
で
あ
り
、

本
会
の
三
年
前
、
明
治
四
十
年
二
月
二
十
八
日
の
帝
国
劇
場
株
式
会
社
の
創
立
総
会
（
於
東
京
商
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業
会
議
所
）
で
、
取
締
役
会
長
渋
沢
栄
一
、
専
務
取
締
役
西
野
恵
之
助
、
取
締
役
大
倉
喜
八
郎
、
福

沢
桃
介
、
田
中
常
徳
、
益
田
太
郎
、
日
比
翁
助
、
手
塚
猛
昌
、
監
査
役
浅
野
総
一
郎
、
村
井
吉
兵

衛
の
諸
氏
が
決
ま
っ
た
。

　

横
河
民
輔
設
計
の
建
物
は
四
十
年
五
月
に
起
工
し
て
い
た
が
、
本
会
か
ら
七
か
月
後
の
四
十
四

年
二
月
十
日
に
落
成
内
覧
が
あ
り
、
開
場
式
は
三
月
一
日
、
二
日
の
両
日
、
杮
落
し
は
、
一
番
目

に
懸
賞
脚
本
当
選
の
山
崎
紫
紅
作
「
頼
朝
」、
中
幕
「
伊
賀
越
道
中
双
六
」、
大
切
が
右
田
寅
彦
作

「
羽
衣
」
の
三
演
目
で
あ
っ
た
。

　

す
で
に
別
稿
（「
泉
鏡
花
と
演
劇
」『
泉
鏡
花
素
描
』
和
泉
書
院
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
五
日
）
に

指
摘
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
田
中
栄
三
が
大
正
二
年
に
鏡
花
・
登
張
竹
風
共
訳
の
「
沈
鐘
」（
ハ
ウ
プ
ト

マ
ン
原
作
）
を
台
本
に
用
い
て
、
帝
国
劇
場
で
音
楽
劇
を
企
画
し
、
そ
の
承
諾
を
求
め
に
行
っ
た
際
、

鏡
花
さ
ん
は
お
や
り
に
な
つ
て
も
好
い
が
、
帝
劇
は
見
物
を
し
な
が
ら
煙
草
が
の
め
な
い
か

ら
、
そ
れ
か
ら
先
に
改
良
し
て
下
さ
い
と
い
う
の
で
、
私
は
ひ
ど
く
困
つ
て
し
ま
つ
た
。（
田

中
『
新
劇
そ
の
昔
』
文
芸
春
秋
新
社
、
昭
和
三
十
二
年
十
月
三
十
日
）

と
い
う
。
全
館
椅
子
席
の
帝
国
劇
場
は
場
内
で
の
飲
食
喫
煙
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
新

聞
に
配
役
、
日
取
り
ま
で
予
告
さ
れ
な
が
ら
、
結
局
音
楽
劇
「
沈
鐘
」
の
上
演
は
実
現
し
な
か
っ

た
。
さ
き
の
別
稿
で
は
、
こ
の
上
演
企
画
の
経
緯
と
鏡
花
作
「
夜
叉
ケ
池
」（
大
正
二
年
三
月
）
発

表
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
述
べ
た
の
で
、
御
参
看
い
た
だ
き
た
い
。

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）　
庚
戌
　
三
十
八
歳

十 

月　

三
十
日
、
斎
藤
松
洲
編
輯
の
『
紅
葉
短
冊
帖
』（
十
千
万
堂
蔵
版
、
春
陽
堂
発

行
）
が
刊
行
さ
れ
、
全
十
九
葉
の
う
ち
、
鏡
花
所
蔵
の
五
句
（「
紅
う
ら
の
春
ま
ち
か

ね
て
も
ゆ
る
哉
」「
行
か
れ
う
か
佐
渡
は
つ
ゝ
し
の
咲
処
」「
騒
読
み
て
端
午
を
酔
へ

る
儒
生
哉
」「
は
つ
冬
や
髭
そ
り
た
て
の
男
振
」「
事
足
り
て
而
も
師
走
の
月
夜
哉
」）

が
収
め
ら
れ
た
。

【
典
拠
】
斎
藤
松
洲
編
『
紅
葉
短
冊
帖
』（
春
陽
堂
、
明
治
四
十
三
年
十
月
三
十
日
）
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堂
、
大
正
七
年
一
月
二
十
八
日
）
の
四
種
が
あ
る
が
、
以
下
に
、
五
句
そ
れ
ぞ
れ
の
初
出
、
収
録
（
漢

数
字
で
表
記
）、
異
同
を
示
し
て
お
く
。

　
「
紅
う
ら
の
」
は
、﹇
初
出
﹈「
は
い
か
い
重
簞
笥
」
日
比
翁
助
編
『
氷
面
鏡
』
三
井
呉
服
店
、
明
治
三

十
四
年
一
月
一
日
（
署
名
「
冬
湖
」）、﹇
収
録
﹈㈠
・
㈡
・
㈢
・
㈣
、﹇
異
同
﹈「
紅
裏
の
」（
初
出
）、

「
紅
絹
裏
の
」（
㈢
）。「
行
か
れ
う
か
」
は
、﹇
初
出
﹈「
紫
句
選
」「
読
売
新
聞
」
明
治
二
十
九
年

四
月
十
三
日
付
・
四
面
、﹇
収
録
﹈㈢
・
㈣
、﹇
異
同
﹈「
佐
渡
へ
」（
初
出
・
㈢
・
㈣
）、「
騒
読
み
て
」

は
、﹇
初
出
﹈
未
詳
、﹇
収
録
﹈㈡
・
㈢
・
㈣
、﹇
異
同
﹈「
読
ん
で
」（
㈢
・
㈣
）。「
は
つ
冬
や
」
は
、

﹇
初
出
﹈「
読
売
新
聞
」
明
治
三
十
年
十
一
月
二
十
二
日
付
・
五
面
、﹇
収
録
﹈㈡
・
㈢
、﹇
異
同
﹈

な
し
。「
事
足
り
て
」
は
、﹇
初
出
﹈
未
詳
、﹇
収
録
﹈㈣
、﹇
異
同
﹈
な
し
。

﹇
付
記
﹈

　

現
在
、
別
に
「
尾
崎
紅
葉
の
死
―
そ
の
前
後
―
」
の
稿
を
継
い
で
い
る
た
め
、
紅
葉
関
係
の
事

項
を
中
心
に
記
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

本
文
中
に
お
名
前
を
記
し
た
方
々
の
ご
教
示
の
ほ
か
、
資
料
の
調
査
に
関
し
て
は
、
青
山
学
院

大
学
図
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
日
本
近
代
文
学
館
、
と
り
わ
け
本
学
図
書
館
近
代
文
庫
の
お

世
話
に
な
っ
た
。
併
せ
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

（
よ
し
だ　

ま
さ
し　
　

日
本
語
日
本
文
学
科
）

【
注
記
】

　
『
紅
葉
短
冊
帖
』
は
、
須
田
千
里
氏
編
「
著
書
目
録
」（
岩
波
書
店
版
『
紅
葉
全
集
』
第
十
二
巻
、
平

成
七
年
九
月
二
十
七
日
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
縦
四
二
・
五
×
横
一
一
・
九
糎
、
短
冊
十
九

葉
を
各
一
葉
ず
つ
木
版
彩
色
刷
に
し
た
折
本
で
、
刷
は
西
村
熊
吉
、
彫
は
大
倉
半
兵
衛
と
五
島
徳

二
郎
、
い
ず
れ
も
春
陽
堂
お
抱
え
の
摺
師
彫
師
で
あ
る
。
目
録
題
に
「
紅
葉
短
冊
帖
第
一
集
」
と

あ
る
が
、
続
刊
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
新
小
説
」
明
治
四
十
四
年
二
月
号
（
十
六
年
二
巻
、
三
日
発
行
）
巻
末
に
写
真
入
り
の
広
告
が
出

て
お
り
、「
故
尾
崎
紅
葉
氏
真
筆
／
斎
藤
松
洲
氏
意
匠
」
の
下
に
書
影
、
そ
の
下
に
「
木
版
極
彩

色
刷
／
別
漉
小
奉
書
／
二
十
枚
折
壹
冊
／
装
釘
無
比
帙
入
／
竪
一
尺
四
寸
横
四
寸
／
緞
子
表
装
特

製
金
貳
圓
五
十
錢　

新
布
表
紙
上
製
金
貳
圓
／
各
送
料
金
十
二
錢
」
さ
ら
に
「
文
芸
同
好
家
必
備

　

紅
葉
短
冊
帖
は
同
家
に
秘
蔵
の
も
の
を
は
じ
め
名
付
を
選
び
筆
意
聊
か
も
違
は
ざ
る
木
版
彩
色

刷
に
し
て
斎
藤
松
洲
氏
の
意
匠
に
成
る
文
壇
の
貴
宝
た
り　

進
物
用
恰
好
品
」
と
あ
る
の
よ
り
す

れ
ば
、「
緞
子
表
装
特
製
」
本
の
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。「
二
十
枚
」
と
は
、
最
後
の
「
泊
り
舟
」

と
題
す
る
松
洲
画
の
短
冊
を
算
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
読
売
新
聞
」
の
広
告
（
明
治
四
十
三
年
十
月
三
十
日
付
・
一
面
）
に
は
、「
本
日
紅
葉
忌
」「
八
周

年
紀
念
出
版
」
の
文
字
が
あ
る
。

　

編
者
の
斎
藤
松
洲
（
本
名
太
一
郎
。
明
治
三
年
五
月
二
十
一
日
生
、
昭
和
九
年
十
一
月
二
十
六
日
歿
。
享

年
六
十
五
）
に
つ
い
て
は
、
別
稿
（「
尾
崎
紅
葉
の
死
―
そ
の
前
後（
三
）―
」「
学
苑
」
九
六
三
号
、
令

和
三
年
一
月
一
日
）
に
も
詳
述
し
た
が
、
京
都
の
鈴
木
松
年
門
下
、
上
村
松
園
の
兄
弟
子
に
当
り
、

紅
葉
晩
年
に
最
も
親
炙
し
た
画
人
で
、
逝
去
前
の
三
十
五
年
以
降
、
ま
た
歿
後
の
著
書
の
装
丁
に

も
関
わ
り
、
遺
墨
と
し
て
の
本
帖
を
担
当
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

紅
葉
の
俳
句
を
蒐
め
た
も
の
は
、
生
前
に
㈠『
俳
諧
新
潮
』（
冨
山
房
、
明
治
三
十
六
年
九
月
十
九

日
）、
歿
後
に
、
㈡
瀬
川
疎
山
編
刊
『
紅
葉
山
人
俳
句
集
』（
明
治
三
十
七
年
三
月
二
十
日
）、
㈢
星
野
麥
人

編
『
紅
葉
句
帳
』（
文
祿
堂
書
店
、
明
治
四
十
年
四
月
八
日
）、
㈣
久
保
柳
葉
編
『
紅
葉
句
集
』（
俳
画
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